
No.4

タイトル：心尖部血栓、セクタで見るか？リニアで見るか？

説明：薬剤による心毒性。LVEF=21%とsevere diffuse hypokinesisを認め左室心尖部に限

局した血栓を認めた。

アピールポイント：リニアプローブにすることにより血栓の性状・形態学的評価をより詳細に観察するこ

とが可能となる。尚、タイトル名は某映画のパロディである。
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No.8

タイトル：超危険！僧帽弁にはまり込んだ巨大左房粘液腫

説明：労作時息切れ精査で、偶然見つかった巨大左房粘液腫。可動性に富み、拡張期に左室内

へ大きく嵌入していた。聴診にてtumor plopを聴取し、ドプラ法にて僧帽弁平均圧較差の上昇と中

等度PHを認めた。
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No.9

タイトル：Apical “six” chamber view；IgG4関連冠動脈周囲炎

説明：左総腸骨動脈破裂で緊急ステントグラフト内装術を施行した67歳男性に巨大冠動脈瘤も

認めた。大動脈破裂とともに、この一枚の画像からIgG4関連疾患を鑑別上位に想起しえた。後日

採血でIgG4の著増を確認する事もできた。
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No.27

タイトル：Blood cystを疑う腫瘤性病変

説明：20代男性。10歳の時に学校検診で心雑音を指摘され心エコーを行ったところ、僧帽弁前尖

に付着する腫瘤性病変が見つかった。僧帽弁逆流は少量、僧帽弁狭窄は認めなかった。Blood 

cystを疑い経過観察中。
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No.29

タイトル：その場所はココだ！金属片が心臓を貫通した部位を特定した衝撃的な1枚

説明：機械工場で金属プレス機の操作時、棒状金属片が心臓を貫通し、救急搬送された直後に

行った心エコー図画像。左室短軸断面で下壁に心膜・心筋の断裂を認め、緊急外科手術での救命

に役立った1枚。
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No.36

タイトル：巨大左心耳瘤

説明：10代男性。高校の検診にて胸部レントゲンで異常陰影（左第2弓突出）を指摘され、心

エコー・CT・MRIを行った結果、左心耳瘤と診断。巨大左心耳切除術を行った。約8㎝大の左心耳

が摘出された。
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No.40

タイトル：巨大な大動脈弁穿孔

説明：感染性心内膜炎に伴う重症大動脈弁逆流のために急性心不全を発症し緊急手術を施行

した大動脈二尖弁の一例。無冠尖の弁腹に巨大な穿孔を認め、約1.0cm2の極めて大きな逆流

弁口を形成していた。




